
ＦＴ４５０ユーザーコマンド説明 

ユーザーコマンド参考例（ＦＴ４５０＿ｔｃ．ｔｘｔ） 

MD0<05+3,1=MD> 

MD06<05> 

PC<05+2,3=PC> 

PC005<05> 

IF<05+5,5=IF> 

TX1<05> 

RM6<05+3,3=RM> 

TX0<05> 

PC<05> 

MD0<05> 

830,100,0（実機に合わせて変更必要です） 

TX<05+2,1=TX> 

_0 

 

実機での確認がありませんのですべてコマンドマニュアルでの推測設定です。 

実機でご確認、「ＦＴ４５０＿ｔｃ．ｔｘｔ」の修正をお願いします。 

 



＜内容の詳細＞ 

１：現在モードの読出し 

MD0<05+3,1=MD> 

・・送信[MD0],0.5秒待機,ｲﾝﾃﾞｯｸｽ3から1文字記憶,受信先頭文字[MD]（他の返信は無視） 

 

                           (450cat_om-j.pdfより抜粋） 

２：チューニングモード設定 

MD06<05> 

・・送信[MD06],0.5秒待機（返信は無視） 

 

                           (450cat_om-j.pdfより抜粋） 

３：チューニングモードにおける現在の出力読出し 

PC<05+2,3=PC> 

・・送信[PC],0.5秒待機,ｲﾝﾃﾞｯｸｽ2から3文字記憶,受信先頭文字[PC]（他の返信は無視） 

 

                           (450cat_om-j.pdfより抜粋） 



４：チューニング出力設定 

PC005<05> 

・・送信[PC005],0.5秒待機（返信は無視） 

 

                           (450cat_om-j.pdfより抜粋） 

５：現在の周波数読出し 

IF<05+5,5=IF> 

・・送信[PC],0.5秒待機,ｲﾝﾃﾞｯｸｽ5から5文字記憶,受信先頭文字[IF]（他の返信は無視） 

 

                           (450cat_om-j.pdfより抜粋） 

６：送信の開始 

TX1<05> 

・・送信[TX1],0.5秒待機（返信は無視） 

 

                           (450cat_om-j.pdfより抜粋） 

 



７：ＳＷＲ値の読出し・・・（ＡＨ４インターフェース時は非実行） 

RM6<05+3,3=RM> 

・・送信[RM6],0.5秒待機,ｲﾝﾃﾞｯｸｽ3から3文字記憶,受信先頭文字[RM]（他の返信は無視） 

 

                           (450cat_om-j.pdfより抜粋） 

８：受信に移行 

TX0<05> 

・・送信[TX0],0.5秒待機（返信は無視） 

 

                           (450cat_om-j.pdfより抜粋） 

９：チューニングモード出力の復元 

PC<05> 

・・送信[PC$$$]($$$:③での受信文字列),0.5秒待機（返信は無視） 

 

                           (450cat_om-j.pdfより抜粋） 

 



１０：モードの復元 

MD0<05> 

・・送信[MD0$]($:①での受信文字列),0.5秒待機（返信は無視） 

 

                           (450cat_om-j.pdfより抜粋） 

＊：ＳＷＲ読出し時の完了検出パラメータ 

830,100,0  Ｎ，ｎ、Ｍ 

Ｎ：読出し10回での値の総和がこの設定値以下になればＳＷＲが下がったと判断 

ｎ：読出し10回での値の変化値の総和がこの設定値以下ならほぼ安定と判断 

Ｍ：Ｙａｅｓｕ＝０、ＩＣＯＭ＝１、Ｋｅｎｗｏｏｄ＝２を指定してください 

 

N:830、n:100は例としての値です・・・実機調査・メーカー問合せで決定必要です。 

Ｎは大まかにはＳＷＲ値２．５のリグ返信値×１０を設定 

ｎは１回目と２回目の変化値＋２回目と３回目の変化値＋・・９回目と１０回目の変化値 

として変化した値の総和を計算します。100設定の場合はここの変化が10程度のばらつき

でほぼ安定したと判断します。 

 

上記の設定でＳＷＲが２．５以下でほぼ安定すればチューニングＯＫと判断です。 

８３０はＦＴ９９１がＳＷＲ２．５で８３なので１０倍して８３０にしています。 

ＦＴ４５０のＳＷＲ読出し値詳細は不明です。 

  



＊ＳＷＲ・Ｓａｆｅｔｙ 

キャリアコントロールタイプ等チューナー使用時の不用意な高出力での運用でチューナー

の破損をできるだけ防ぐように、ＨｉＳＷＲ検出時リグの出力を調整出力に低減します。 

使用しない場合はこの２つの設定は無しでもかまいません。また設定していても無線Ｌａ

ｎから設定出来るＳＷＲ値を「0000」にしておけばこの動作は無効ＯＦＦになります。 

TX<05+2,1=TX> 

下記コマンドでのＲｅａｄで送受信状態を読み出します。 

 

応答は送信時Ｐ１が「１」もしくは「２」になります。応答文字列のインデックス２番目

から１文字を取り出し判断の対象としますが２つは設定できないので「０」の場合は受信

中を利用して「_0」と先頭に[_]を付加することで「０」以外なら送信中と判断します。 

送信中を表す文字列を設定します。 

_0 

上記コマンドでの応答が「０」以外で送信中と判断し、その後現在の出力読み出し・ＳＷ

Ｒ値の読み出しで、設定されたＳＷＲ値を超えていた場合調整出力に低減して、ステータ

スＬＥＤを点滅させます。受信に移行した時点で読み出していた出力に復元します。 

上記の[_]はTC-AH4(Ver3,71)からの仕様になります。Ver3.70までは１か２のいづれか選

択で設定をお願いします。 

 

 


